埼玉県介護福祉士修学資金
貸付事業のご案内
〔平成２７年度版〕
埼玉県福祉部社会福祉課

目 次

　１　事業の概要 ・・・・・・・・・・・・・・ １
　２　申込 　　　・・・・・・・・・・・・・・ ２
　３　貸与 　　　・・・・・・・・・・・・・・ ３
　４　届出義務 　・・・・・・・・・・・・・・ ４
　５　返還 　　　・・・・・・・・・・・・・・ ５
　６　返還の猶予 ・・・・・・・・・・・・・・ ６
　７　返還の免除 ・・・・・・・・・・・・・・ ７
　８　様式一覧 　・・・・・・・・・・・・・・ ８
　９　問合せ先　 ・・・・・・・・・・・・・・ ９
１　事業の概要

（１）事業の目的
　　この事業は、県内の介護福祉士養成施設に在学する方で、卒業後、県内の社会福祉施設等に就職し、介護業務に従事しようとする方に修学資金を貸与し、修学支援を行うことにより、県内の社会福祉施設等における介護福祉士の確保を図ることを目的とし、平成２７年度から新たに実施するものです。
　　県内の介護福祉士養成施設を卒業後、直ちに県内の社会福祉施設等に就職し、継続して５年間勤務をした場合、この修学資金の返還が免除されます。

（２）実施主体
　　埼玉県（募集事務等については、社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会へ委託）
（３）貸付の対象者
　　平成２７年度に県内の介護福祉士養成施設（実務者養成施設を除く）に入学した方のうち、以下の条件を満たす方の中から、埼玉県が審査を行い決定します。
　・　学業成績が良好であること。
　・　卒業後、直ちに県内の社会福祉施設等において介護業務に従事する意思を有すること。
　　※平成２７年度の貸付人数は１７０人程度を予定しています。
（４）貸付額
　・　月額 ５万円以内
　・　入学準備金２０万円以内

　・　就職準備金２０万円以内
　※　無利子貸付
　※　入学準備金及び就職準備金については、それぞれ貸付けの初回、貸付けの最終回に加算可能です。
（５）貸付期間
　　貸付けを受ける方が在学する養成施設の正規の修業期間まで、貸し付けます。
　　ただし、申請、貸付決定は毎年度行います。
（６）返還の猶予・免除
　　養成施設を卒業後、直ちに県内の社会福祉施設等において介護業務に従事した方は、修学資金の返還の猶予を受けることができます。
　　また、猶予を受けた方が引き続き５年間継続して同業務に従事した場合は、返還の免除を受けることができます。
（７）返還
　　貸与の決定を取り消された場合等には、貸与を受けた修学資金の全額を月賦又は一括により返還していただきます。
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２ 申込

（１）申請方法
　　修学資金の貸与申請は、大学、専門学校等の養成施設に入学後、養成施設を経由して行うことになります。
　　「埼玉県理学療法士等修学資金貸与申請書（規則様式第１号）」に次の書類を添えて、養成施設に提出してください。養成施設は、申請書類をとりまとめの上、埼玉県社会福祉協議会あてご提出ください。
　　なお、申請書類、添付書類の所定様式は、以下の埼玉県のホームページからダウンロードできます。
　　　http://www.pref.saitama.lg.jp/a0602/scholafunds.html
	埼玉県理学療法士等修学資金貸与申請書（規則様式第１号）に添付する書類

	・　誓約書（規則様式第２号）
・　在学する養成施設の長の推薦書（規則様式第４号）
・　申請者と生計を一にする者全員の所得証明書
・　住民票


　※　申請には、２名の連帯保証人が必要です。また、申請者が未成年のときは、連帯保証人のうち少なくとも１名をその法定代理人（親権者）とします。
　※　所得証明書は原則として直近の年分が必要ですが、申請時に直近の年分が発行されていない場合は、その前の年分のものでも可とします。
（２）申請期限
　　申請者は各養成施設の定める日までに申請書類一式を養成施設に提出してくだ

　さい。
　　養成施設は提出書類をとりまとめ、平成２７年５月２９日（金）までに、埼玉県社会福祉協議会あてに提出してください。
　　埼玉県社会福祉協議会　福祉資金部
　　　　〒330－8529
　　　　　さいたま市浦和区針ヶ谷４－２－６５　彩の国すこやかプラザ内
　　　　　　電話番号 ０４８－８２２－１１９２
＜貸与の流れ＞
　養成施設の定める日まで　　　　申請者は養成施設に申請書類一式を提出

　平成２７年５月29日まで　　　　養成施設が埼玉県社会福祉協議会に提出
　平成２７年６月　　　　　　　　埼玉県が貸与を受ける方を決定
　平成２７年７月　　　　　　　　修学資金の交付
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３ 貸与

（１）修学資金貸与決定までの流れ
　　申請者から養成施設を通じて申請書類が提出されたら、埼玉県は書類審査を行い、修学資金の貸与を受ける方を決定します。
　　貸与が決定された方に対し、養成施設を通じて「埼玉県理学療法士等修学資金（埼玉県介護福祉士修学資金）貸与決定通知書（要領様式第１号）」を送付します。貸与決定されなかった方に対しては、要領様式第３号によりその旨を通知します。
　　貸与決定通知を受け取ったら、養成施設を通じ「修学資金振込口座申込依頼書（要領様式第２号）」を埼玉県社会福祉協議会に速やかに提出してください。
（２）修学資金の交付
　　修学資金は埼玉県社会福祉協議会を経由して交付されます。
　　４月～９月分の貸付金を７月に、１０月～１２月分の貸付金を１０月に、翌年１月～３月分の貸付金を翌年１月に交付する予定です。
　　貸与を受ける方は、交付されたら毎回速やかに「受領書（要領様式第４号）」を埼玉県社会福祉協議会に提出してください。
　　修学資金の貸与が終わったときは、速やかに「埼玉県理学療法士等修学資金（埼玉県介護福祉士修学資金）借用証書（要領様式第８号）」を埼玉県社会福祉協議会に提出してください。

（３）貸与の打切り
　　次のいずれかに該当することとなった場合は、その日が属する月の翌月分以降の修学資金の貸与を打切ります。
　・　退学したとき。
　・　学業成績が著しく不良となったと認められるとき。
　・　修学資金の貸与を受けることを辞退したとき。
　・　死亡したとき。
　・　その他修学資金の貸与の目的を達成する見込がなくなったとき。
（４）貸与の休止
　　次に該当することになった場合は、その日が属する月の翌月分から、復学した日の属する月の分まで、修学資金の貸与は行いません。
　・　休学したとき。
　・　停学の処分を受けたとき。
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４ 届出義務

（１）在学中の届出
　　修学資金の貸与を受けた方は、養成施設に在学している間に次のいずれかの事項に該当したときは、速やかに埼玉県社会福祉協議会に連絡し、所定の様式を提出しなければなりません。
	届け出を要する事項
	所定の様式

	・　休学したとき
・　停学の処分を受けたとき
	要領様式第５号

要領様式第８号

	・　退学したとき
・　貸付を辞退するとき
	要領様式第５号

要領様式第８号

要領様式第９号

	・　復学したとき
	要領様式第５号

	・　氏名、住所又は電話番号を変更したとき

・　連帯保証人の氏名、住所又は電話番号に変更があったとき
	要領様式第12号

	・　卒業したとき
	規則様式第７号


（２）卒業後の届出
　　修学資金の貸与を受けた方は、養成施設を卒業後または退学後に、次のいずれかの事項に該当したときは、速やかに埼玉県社会福祉協議会に連絡し、所定の様式を提出しなければなりません。
	届け出を要する事項
	所定の様式

	・　埼玉県内の社会福祉施設等に就職し、介護業務に従事し始めたとき
	規則様式第８号

	・　氏名、住所又は電話番号を変更したとき

・　連帯保証人の氏名、住所又は電話番号に変　更があったとき
	要領様式第12号
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５ 返還

（１）返還
　　次の事項のいずれかに該当したときは、貸与を受けた修学資金の全額を、貸与を受けた期間と同じ期間内に、月賦により返還しなければなりません。
　・　養成施設を卒業後、直ちに埼玉県内の社会福祉施設等で介護業務に従事しなかったとき。
　・　卒業前に貸与の決定を取り消されたとき。
（２）返還の流れ
　　（１）の事項に該当したときは、速やかに埼玉県社会福祉協議会に連絡し、「埼玉県理学療法士等修学資金返還明細書（要領様式第９号）」を提出してください。
　　埼玉県は、埼玉県社会福祉協議会を経由して、毎月、修学資金の返還を請求します。
　　返還の請求があったときは、指定された期日までに必ず返還を行ってください。
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６ 返還の猶予

（１）返還の猶予
　　次の事項のいずれかに該当したときは、申請により修学資金の返還の猶予を受けることができます。
　　①　養成施設を卒業後、直ちに県内の社会福祉施設等において介護業務に従事し、引き続き介護業務に従事しているとき。
　　②　養成施設等を卒業した後、さらに社会福祉士等の資格を取得するための養成を行う施設に在学しているとき。
　　③　災害、疾病その他やむを得ない理由があるとき。
　　なお、①の事由により返還の猶予を受けている方が、介護業務への従事を行わなくなった場合は、猶予は終了し修学資金の返還を行わなければなりません。（ただし、県内の他の施設で介護業務を再開した場合は、猶予は継続するものとします。）
（２）返還の猶予の申請
　　返還の猶予を申請するときは、「埼玉県理学療法士等修学資金返還猶予（免除）申請書（規則様式第６号）」を埼玉県社会福祉協議会に提出してください。
　　埼玉県は申請内容を審査し、猶予の承認又は不承認の決定を行い、要領様式第10 号によりその旨を通知します。
（３）返還の猶予の期限及び再申請
　　一度の申請で猶予を受けることができる期間は、申請を行った年度の３月末日までです。翌年度以降も継続して猶予を受けるときは、毎年４月末日までに、再度「埼玉県理学療法士等修学資金返還猶予（免除）申請書（規則様式第６号）」を提出する必要がありますので、ご注意ください。
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７ 返還の免除
（１）返還の免除
　　前ページ「（１）返還の猶予」①の事由により猶予を受けている方が、引き続き５年間(※）介護業務への従事を続けた場合は、返還の免除を受けることができます。
　　また、５年間が経過する前に修学資金の返還を行わなければならなくなった場合も、それまでの従事期間に応じ返還の一部免除を受けることができます。
※過疎地域自立促進特別措置法（平成12年法律第15号）第２条第１項に規定する過疎地域において従事した場合又は中高年離職者（入学時に45歳以上の者であって、離職して２年以内の者をいう。）で猶予を受けている場合は、３年間。ただし災害、心身の故障、社会福祉士養成施設への入学、育児休業、介護休業等の事由により従事できなかった期間を除きます。

（２）返還の免除の申請
　　返還の免除を申請するときは、「埼玉県理学療法士等修学資金返還猶予（免除）申請書（規則様式第６号）」を埼玉県社会福祉協議会に提出してください。
　　埼玉県は申請内容を審査し、免除の承認又は不承認の決定を行い、要領様式第11号によりその旨を通知します。
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８ 様式一覧

　以下の様式は、埼玉県ホームページからダウンロードすることができます。
　http://www.pref.saitama.lg.jp/a0602/scholafunds.html
（１）規則様式
	名　　称
	様式番号

	埼玉県理学療法士等修学資金貸与申請書（新規）
	様式第１号

	誓約書
	様式第２号

	推薦書
	様式第４号

	埼玉県理学療法士等修学資金貸与申請書（継続）
	様式第５号

	埼玉県理学療法士等修学資金返還猶予（免除）申請書
	様式第６号

	卒業報告書
	様式第７号

	就業届
	様式第８号

	免許取得（登録）届
	様式第９号


（２）要領様式
	名　　称
	様式番号

	埼玉県理学療法士等修学資金（埼玉県介護福祉士修学資金）貸与決定通知書
	要領様式第１号

	修学資金振込口座 申込・変更 依頼書
	要領様式第２号

	埼玉県理学療法士等修学資金（埼玉県介護福祉士修学資金）貸与の審査結果
	要領様式第３号

	受領書
	要領様式第４号

	退学・休学・辞退・停学・復学届
	要領様式第５号

	埼玉県理学療法士等修学資金（埼玉県介護福祉士修学資金）交付停止通知書
	要領様式第６号

	埼玉県理学療法士等修学資金（埼玉県介護福祉士修学資金）貸与決定取消（交付停止）通知書
	要領様式第７号

	埼玉県理学療法士等修学資金（埼玉県介護福祉士修学資金）借用証書
	要領様式第８号

	埼玉県理学療法士等修学資金（埼玉県介護福祉士修学資金）返還明細書
	要領様式第９号

	埼玉県理学療法士等修学資金（埼玉県介護福祉士修学資金）の返還の猶予の承認
	要領様式第10号

	埼玉県理学療法士等修学資金（埼玉県介護福祉士修学資金）の返還の免除の承認
	要領様式第11号

	住所・氏名・連帯保証人等異動届
	要領様式第12号
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９ 問合せ先

この貸付事業については、各養成施設(学校）にお問い合わせください。
埼玉県及び埼玉県社会福祉協議会の担当は次のとおりです。

○埼玉県　福祉部　社会福祉課　施設指導・福祉人材担当

　〒330-9301 さいたま市浦和区高砂３－１５－１

　電　話　０４８－８３０－３２２５
　ＦＡＸ　０４８－８３０－４７８２

○埼玉県社会福祉協議会　福祉資金部
　〒330-8529 さいたま市浦和区針ヶ谷４－２－６５彩の国すこやかプラザ内

　電　話　０４８－８２２－１１９２
　ＦＡＸ　０４８－８２２－１４４９
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